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1緒　　言
　著者は第6報においてFeulgcnの血清Plasma1
完量法を槍回し，これを若干改良して動物各臓器
組織のPlasmalogen定量法に慮用し良結果を得た
と報告した。
　そもそもPlasmalogenはFeulgen　u．　lmhaUseri）
以來の紅織化学的研究によって，動物各臓器紐織
に廣く分布し，且つ脂質特に燐脂質に富める臓器
即ち，脳，脊髄，その他の1帥経紐織及び副腎皮質
等に豊富に存在すると報告されてV・る。
　しかし乍ら一方Plasmalogenの定量的研究を展
望すると，その業績は極めて微々たるものであり
著者の知る範囲内ではFeulgen（ユ927）が各種動物
血清のPlasma（ogen含量をまたWaelsch2）（1944）
が脳及び祠経につV・て若干の測定値を報告してV・
るに過ぎなV・現状である。
　著者はPlasmalogenの生機的意義並び：にその代
謝過程につV・ての研究におV、て，先ず動物各臓器
組織のPlasma1ogen正常含有量を知る必要を感じ
た。
　またFeulgen3ノ（1928）によると新産兇鞭と成熟
牛との血L清Plasmi・　logenにつV・て，分娩から次第
に血清Plasmalogen量が：ktiftlJJIIし，分娩後2箇月
にして成熱牛の血清含量に達するとV・う興味ある
．報告がなされてV・る。この成長期における血清
P a・m・1・9・・含量二の消長と同時va，各臓器組織に
おけるその変動を知ることは誠に興味ある問題で
ある。
　それ故著者は第6報において報告せる定量法を
刑い，動物各臓器Plasmalogen含量及び成長期動
物各臓器Plasmalogen含量を測完し興味ある結果
が得られたのでここに報告する次第である。
　　　　　　　II実瞼方法
　実力動物は成熟家兎及び白鼠を使用し，また成長期実瞼
動物としては生後第2濁より第5週までの同腹の仔犬4頭
を使用した。
　1）各実瞼動物は分析前夜より全く食飼を與えず，翌朝
エーテル麻解を行い，田辺輝明に到オしば，頸動脈を露出しこ、
れを切断して完全に薦血，死に到らしめた。
1）　Feulgen　u．　lmhauser：　Biochem．　Z．，　181，　30（1927）．
2＞　Anchel，’M．　＆　Waelsch：　J．　Biol．　Chem．，　152，　501
　（1944）．
3）　Feu］gen：　Biochem．　Z．，　193，　416　（1942）．
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　2）動物の死後，直ちに皮をはぎその体重を測定し，そ
の後出來るだけ速かに騰器を取り出し，その重量を各々秤’
量する。
　3）次いで定量に適当なる騰器・：重量をそれぞれTorsion
balanceで電離に秤量し，その重量の10倍量の海砂を加
え，乳鉢中でパスタ状に成るまで騰器を磨細する。
　4）その後の分析操作は第6報において記したる定量法．
について順次行う。
　5）比色にはPulfrich－Stufen－photometer（島津）を使
用した。
III実験成綬
　　　　　第2表
成熟白鼠各臓器Plasmalogen含量
　1）成熟家1兎三七器におけるPlasmalogen　mg％は第
1表の如くである。
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　2）成熟白鼠各臓器におけるPlasmalogen　mg％は第
2表の如く’でありゴこの場合は各臓器毎の総Plasmalogen
量及び各臓器除去後の残骸についても分析を行い，白鼠全
体の総Plasmalogen量を算出しこれを第3表とした。
　3）同腹の仔犬生後第2週より第5週までの4例の各臓
器Plasmalogen　mg％は第4表の如くである。この揚合
第5表に体重増加に律う各騰藻潮ゐ重量増加を示し，また
各臓器毎の総　Plasmalogen　含量を算出して第6表とし
た。
　　　　　　　　第4表
仔犬生後第2～5週目までの各臓器Plasmalggen
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仔犬生後第2～5週目までの各臓器重量’増加
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　　　　　　　　第6表
仔犬生後第2～5週までの各臓器Plasmalogen総量
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が，Plasmalogen含量に関しては，著者の測定せる
所では18　mg％であって分析に供したる臓器中最
低値を示した。また中枢祠軽系におV・ては，脳よ
りも脊髄申に各例共2倍以上のPlasmalogen量が
発見された。Feulgenは各種動物血清．：Plasmalogen
量を測定し，動物の種によってその含量に差位の
あることを報告しているが，これを各臓器毎の
Plasmalogen量について比較するならば，わすか
白鼠及び家兎間の比較だけではあるが，多少の佃
体差が認められるだけであって，種による著明な
戸田は発見出來ない様に思われる。
　白鼠各臓器雫均PIasmalogen　mg％をHunter4！
（ユ942）による白鼠各臓器三二燐脂質mg％と比較
すると，第7表の如き百分比が得られた。即ち脳
におけるPlasmalogen量はその燐脂質含量の11％
以上を占め，これに反して肝は0・5％であった。そ
の他の臓器は全て燐脂質含量の・5％内外に位置し
てV・る。かくの如くPlasmalogcn　mg％が肝及び」血
清中に最低値を示すとV・うことは，他の燐ij旨質特
にレチチンが休脂肪動員時に大きな役割をはたし
てV・るといわれてV・るのに反して，：Plasmalogenは
細胞実質の構成分としてのみ主要なる機能を演じ，
脂質中闇代謝には直接関係がなV・様に思われる。
　　　　　第7表
成熟白鼠各臓器Plasmalogen量の
　　燐脂質含量に対する比較
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IV　考　　察
A．成熟家兎及び白鼠各臓器
　　　Plasmalogell含郵：
　燐脂質含量の最も多いといわれている所の脳，
剃1経，副高等にお・いて，最高Plasmalogen　mg％が
得られた。この値はWaeIsch等の方法によって測
定された白鼠脳Plasmal雫均値340　mg％に良
く一致するものである。肝は燐脂質含量に関して，
中枢刺軽系に次いでその含量の高V・臓器である
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　　　　B．仔犬成長期における各臓器
　　　　　　Plasmalogen量の増加
　Feulgenによると分娩後動物が成熟するまでに，
血清Plasmalogenは徐々に増加し，分娩後2箇月
4）　Hunter：　J．　Biol．　Chem．，　144，　439　（1942）．
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にして牧の場合は，成熟牛の血清Plasmalogen　1直
に達すると報告されてv・る。動物の哺乳期間中，
その母乳中のPlasmalogenは微量にしか存在せす
これに反して第6表の如く分娩後の経過日数に
件ない，その休重が増加するにつれて各臓雅総
？lasmalogen含量が著明に増加して行くことは，．母
乳を原料としてPlasmalogen合成が生休内におV・
て活濃に行われてV・ることを噌示するものである。
特に生後第3週口におv・て，幽棲の週に比較して各
臓器重量の増加；著しく，　また各臓器1】lasmalogen
総量も第6表の如く他の週に比較して著明なる増
加を示してV・・る。このことは仔犬におV・て前述せ
る：Plasmalogen生体内合成が生後第3週目におい
て最も活酸に行われるものであろうことを想像さ
せるものである。
用V・，成熟家兎及び白鼠の各臓器Plasmalogen含
量を測定し且つ分娩後第2週目より第5週目まで
9）同腹の仔犬4例を1週間の間隔を置いて各臓器
Plasmalogenを分析し，次の如き結果を得た。
　1）Plasmalogen　it　pl＝1枢剃1経系において最も多
量に含有され，これに反して肝及び血液含量は極
めて少量であった。
　2）家兎及び白鼠間の種の相違による各臓器
含量の差は認められなかった。
　3）白鼠脳Plasmalogen測定：値はWaclschの報
告せる値と一致していることを認めた。
　4）各臓器燐脂質含量に対するPlasmalogenの
百分比は脳におV・て11％，肝において5％で，そ
の他の臓器は5％内外を占めている。
　Q「）成長期におけるPlasmalqgen生体合成は分
娩後壁3週目に最も著明に現われた。
IV総　　括
第6報において報告せるPlasmalogen定量法を
Summary
　　Plasrnalogen　has　been　determined　in　various　animal　tissues　by　the　modified　Feulgen’s　method，
reported　previously　by　the　author．
　　In　normal　adult　animal　tlssues，　the　author　found　that　the　amount　of　plasmalogen　was　relatively
constant　in　the　same　tissues，　while　there　were　obvious　differences　betweeh　the　various　tissues・
　　The　central　nervous　system　contained　the　highest　amount　and　the　liver，　as　well’as　the　blood，
the　lowest・　The　following　di・fferent　tissues　as　determined　by　the　author：　brain＞heart＞lung＞
kidney＞spleen＞muscle＞liver＞blood・
　　In　the　developing　experiment，　it　has　been　shown　that　piasmalogen　increased　markedly　at
the　ena　of　the　third　week　after　birth．
　　From　the　above　results　it　has　been　suggested　that　plasmalogen　does　not　plac　y　an　important
role　in　fat　metabolism・　But　its　importance　lies　in　its　being　a　constituent　of　the　cell　itself・
It　has　been　further　suggested　that　animal　bodies　might　be　able　to　synthesize　plasmalogeri　from
unknown　materials　in　the　body　or　mother’s　milk．
